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会 議 録

会 議 の 名 称 行田市立図書館協議会

開 催 日 時 平成２１年１２月２２日（火）

開会：１４時００分 閉会：１４ 時５０分

開 催 場 所 図書館 ミーティングルーム

出席者（委員）

氏 名

保泉委員長、長谷川副委員長、松井委員、小 川委員、島田委員

大澤委員、東委員、小林委員

欠席者（委員）

氏 名

木島委員、阿久津委員

事 務 局
平井図書館長、吉田

会 議 内 容

（１） 「行田市子ども読書活動推進計画」 の推進状況について

（２） 先進地視察について

（３） その他

会 議 資 料

（資料名・概要等）

① 行田市立図書館協議会会議資料

②「行田市子ども読書活動推進計画」の概要

そ の 他 必 要

事 項

確 定 年 月 日 主 宰 者 記 名 押 印会 確

議

録

の 定

平成２２年 １月 ７日 保 泉 欣 嗣 ㊞
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発 言 者 会議の経過（議題・発言内容・結論等）

事 務 局

委 員 長

事 務 局

市民憲章唱和

１ 開 会

２ あいさつ 行田市立図書館協議会 保泉委員長

３ 議 事

（１） 「行田市子ども読書活動推進計画」 の推進状況について

資料の１ペー ジの読売 新聞の写し であるが、 これは文部 科学省

が行っている３ 年に１度 の社会教育 調査の結果 で、２００ ７年度

に図書館を利用 した小学 生一人当た りが借りた 本の数が、 過去最

高の３５．９冊であったというものである。 この数字は前回の

２００４年度の結果より２．９冊増えている 。

貸出冊数が増 えた要因 として、学 校への司書 教諭の配置 による

読書活動の支援 の強化や 、小学校・ 中学校で取 り組まれて いる朝

読書などによる読書機会の増加が挙げられて いる。

この調査の本 市の結果 をみると、 ２００７年 度では４０ ．３冊

となっていて、全国平均より４．４冊多いも のの前回調査の

２００４年度よ り０．４ 冊減ってい る。２００ ７年度は「 行田市

子ども読書活動 推進計画 」の開始年 度に当たる ため少し残 念な結

果となった。

減った原因と して、移 動図書館で の貸出冊数 が前年度の １８年

度と比較して３ ３００冊 ほど減少し ていること が挙げられ る。移

動図書館の運行 回数は前 年とほぼ同 じであるこ とから、た またま

年間を通して貸出冊数が減少したものと思わ れる。

また、映像シ ステム機 器の入れ替 えにより来 客数の多い 土日に

臨時休館したこ とも減っ た原因の一 つに挙げら れる。土日 では１

日に３千冊程度 の貸出が あることか ら２日で６ 千冊その内 児童書

が４割程度を占 めるとし て２５００ 冊位はこの 臨時休館が 原因で

減ったものと考えられる。

参考に、２０ ０８年度 の行田市の 数字を見て みると、４ ２冊に

なっており前年度より１．７冊増えている。
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本市において も小中学校 の３分の ２にあたる １６校に司 書教諭

が配置されてい て、全ての 小学校・ 中学校で朝 読書などの 読書活

動が取り組まれ ていること から、子 どもたちの 更なる図書 館利用

に期待しているところである。

資料の２ペー ジの表か ら、子供た ちを含め全 体的な図書 資料の

貸出冊数の推移 を見てみ ると、この 新しい図書 館が開館し てから

着実に貸出冊数 は増えて いる。平成 １９年度は 映像システ ム機器

の入れ替えによ り土日に 臨時休館し たことから 、この年度 だけ全

ての項目で前年を下回ったが、平成２０年度 には回復している。

また、この図 書館が開館 した平成 １５年度と 直近の平成 ２０年

度の貸出冊数を 比較した数 値を見て みると、移 動図書館以 外の貸

出冊数は開館当 時と比べて 大幅に増 えている。 これは、こ の新し

い図書館の開館 が市民の読 書活動の 推進に大き く影響した ことが

うかがえる。

次に、「行田市子ども読 書活動推進計画」の概要の それぞれの施

策の推進状況を 検証する 。はじめに １番目の家 庭での取り 組みで

あるが、昨年実 施したア ンケート調 査によると 、約８割の 家庭で

子どもさんが０ 歳の時か ら絵本を読 んであげて いると回答 がされ

たので、ブック スタート パックなど も有効に活 用されてい るもの

と思われる。

資料の４ペー ジの表か らも、おは なし会の参 加者も順調 に増え

ていている。ま た、ブッ クスタート 事業も、４ ヶ月検診に 訪れた

子どもさんには漏れなく絵本を配布している 。

２番目の幼稚 園・保育 園等での取 り組みであ るが、全て の園で

日常的に読み聞 かせを行 っているほ か、園児が 自由に絵本 を読め

る読書コーナー を設置し たり、貸出 図書を用意 するなど工 夫をさ

れ、読書環境の向上に取り組んでいただいて いる。

３番目の小学 校・中学 校での取り 組みである が、資料の ３ペー

ジの表に学校図 書館図書 標準に対す る達成率が あるが、平 成１７

年度と比較して 平成２０ 年度は小学 校・中学校 それぞれ大 幅に伸
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びている。

また、創意あ る読書活 動の推進と して、朝読 書を発展さ せた読

書マラソンなど それぞれ の学校で読 書意欲を湧 き立たせる 読書活

動を展開している。

４番目の障害 のある子 どもへの取 り組みであ るが、特別 支援学

校では定期的に 図書館を 利用してお り、子供た ちがそれぞ れ読み

たい本を選び、 自ら貸出 手続きを行 っている。 先日開催し たお話

会には、特別支援学校の子供たちも参加した 。

５番目の図書 館におけ る取り組み であるが、 資料の３ペ ージの

蔵書数の推移を 見ると、 児童書は平 均して毎年 ５千冊ほど 増えて

いる。また、蔵 書数の比 較で見てみ ると、平成 １５年度と 比較し

て６５％ほど増 えている 。このよう に、図書館 の一番大き な役割

である図書資料の整備・充実については着実 に進んでいる。

また、学校と の連携で あるが、移 動図書館の 運行をはじ め、職

場体験学習など の受け入 れや調べも の学習の支 援なども日 常的に

行っている。

資料の４ペー ジになる が、子ども たちの読書 活動を支援 するた

めの、おはなし 会の開催 や読み聞か せ講習会の 開催、ブッ クスタ

ート事業の実施、また、「おじ いちゃんおばあちゃんの玉て ばこ」

と題した世代間交流事業の実施など、順調に 進んでいる。

６番目の地域 社会との連 携である が、地域公 民館にご協 力をい

ただき、夏休み 期間を利用 した緑陰 図書館の実 施や、行田 ロータ

リークラブから 児童書をご 寄贈いた だくなど、 あらゆる機 会を活

用して、子どもたちの読書活動の推進のため に努めている。

最後に、今月開催された１２月 定例市議会の一般質問の中で「子

どもの読書活動 の推進」 に関する質 問があった ので、その 概要に

ついて資料の５ページを基に報告する。

まず、質問の 要旨であ るが、１点 目はブック スタート事 業に次

ぐセカンドブッ ク事業の 取り組みが 必要だと思 うが市の考 えはど

うか、というも のである 。セカンド ブック事業 については 、表の
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委 員

事 務 局

下に概要を載せ てあるが 、ブックス タート事業 の次のステ ップと

して、小学校入 学時等に 本をプレゼ ントすると いう事業で 、長野

県の茅野市、小 諸市、諏 訪市、駒ヶ 根市、箕輪 町、高森町 、山梨

県の山梨市、中 央市、富 士吉田市、 福岡県の水 巻町などで 先進的

に取り組まれている。

この質問に対 する市の考 えは、こ の事業に取 り組んでい る自治

体が全国的にも 少ないこと から、先 進自治体の 取り組みや その効

果などを調査し検討したいとお答えした。

２点目は家庭 内のコミュ ニケーシ ョンを深め るために、 家族み

んなで読書に取り組む「家読（うちどく ）」事業の取 り組みが必要

だと思うが市の 考えはどう か、とい うものであ る。家読事 業につ

いても概要を載せてあるが、家庭内で「ノーテレビ」「ノーゲーム 」

と合わせて「家 読デー」を 設定し家 族で同じ本 を読んだり 本の感

想を家族で話し 合ったりす る取り組 みで、読書 を通じて家 族内の

コミュニケーシ ョンを深め ることを 目的として おり、青森 県の板

柳町、岩手県の 雫石町、茨 城県の大 子町、愛知 県の美浜町 、岐阜

県の可児市、高 知県の須崎 市、佐賀 県の伊万里 市などで先 進的に

取り組まれている。

この質問に対 する市の 考えは、市 内の中学校 の中には学 校独自

の取 り組 み とし て 同様 の事 業 を進 め てい ると こ ろも あ るこ と か

ら、「家読」事業を家 庭での読書活動の推進のための 一つの方策と

して啓発していきたいとお答えした。

以上、子ども たちの読書 活動の現 状、計画の 推進状況、 関連す

る議会対応の報 告等を説明 したが、 これらのこ とについて 、意見

や質問があればお伺いしたい。

学 校図 書 館図 書 標準 に対 す る達 成 率に つい て の説 明 があ っ た

が、これは何を基準にしているのか。

学校図書館図 書標準は 、公立の義 務教育諸学 校の学校図 書館に

整備すべき蔵書 の標準冊 数のことで 、それぞれ の学校の学 級数に

よって定められ ているこ とから、そ の標準冊数 を基準に達 成率を
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委 員

事 務 局

委 員

事 務 局

事 務 局

算出している。

この「行田市 子ども読 書活動推進 計画」が策 定されても うじき

３年になるが、 計画策定 にかかわっ た市の職員 による進行 管理は

行ったのか。

現在のところ行っていないが、今後、実施 に向けて検討する。

市内の学校の 中に家読 事業と同様 の事業をや っていると ころが

あると説明があったが、何校ぐらい実施して いるのか。

事務局で把握しているのは２校である。

（以上、「行田市子ども読 書活動推進計画」の推進状 況についての

検証とする。）

（２） 先進地視察について

資料の６ペー ジの視察 研修の経過 であるが、 当協議会で は、効

率的な図書館運 営をはじ め、先進的 な施設や設 備等、本市 の図書

館運営を向上させるために多くの図書館を視 察している。

平成１５年度 にこの新 しい図書館 が建設され るまでは、 先進的

な施設を中心に 、平成１ ６年度以降 は、斬新的 な図書館運 営や効

率的な図書館運 営の先進 図書館を視 察しており 、昨年度は 、窓口

業務をはじめと する図書 館業務の民 間委託など を視察し、 効率的

な図書館運営について研究したところである 。

本年度につい ても、視 察を実施す る方向で検 討している が、県

内外に特に目新しいものが見つからず 、その選定に苦慮している 。

本年度から指定 管理者を 導入した伊 奈町や窓口 業務の部分 委託を

行っている上尾 市なども 候補として 挙がり、担 当職員で下 見を行

ったが、図書館 の規模が 当図書館よ り小さいた めあまり参 考には

ならず候補から 外すこと とした。そ の後も、県 内の図書館 の情報

を収集し検討し たが、来 年度になれ ば、新たに 指定管理者 を導入

したり、新たな図書館を設置する自治体もあ るようである。

そこで、今年 度は適当 な候補地が 無いことか ら視察は中 止し、

今後、当図書館 にとって 本当に参考 になり、将 来的に必要 である

と思われるもの を見極め 、実施した いと考える が委員の意 見を伺
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事 務 局

副委員長

いたい。

（特に意見もなく、全委員が承諾した 。）

（３）その他

今年で３回目 となるが 、東京電力 株式会社よ り視覚障害 者用図

書が寄贈された 。これは 、同社が地 域福祉協力 活動の一環 として

行っているもの で、今回 は点字図書 、テープ図 書及び大活 字図書

を３２点いただいた。

また、ロータ リークラ ブについて も、今年度 も児童書を 寄付し

ていただけると 連絡があ り、現在準 備をすすめ ているとの ことで

ある。以上報告とする。

４ 閉会のあいさつ 長谷川副委員長

以上で行田市立図書館協議会を閉会とする 。


